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年
の
有
罪
判
決
を
受
け
て
い

た
が
、
３
月
29
日
、
東
京
高

裁
は
一
審
判
決
を
破
棄
し
、無

罪
を
言
い
渡
し
た
。 

 

国
家
公
務
員
が
同
法
違
反 

の
罪
で
起
訴
さ
れ
た
の
は
、

74
年
、
社
会
党
（
当
時
）
の

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
・
配
布
し
た 

   

郵
便
局
員
が
最
高
裁
判
決
で 

有
罪
と
な
っ
た
「
猿
払
（
さ
る

ふ
つ
）
事
件
」
以
来
。
こ
の
日

の
判
決
は「
国
家
公
務
員
の
政

治
的
行
為
を
制
限
し
た
国
家

公
務
員
法
の
規
定
は
合
憲
」と

し
、猿
払
事
件
判
決
の
司
法
判

断
を
維
持
し
つ
つ
も
、
「
規
制 

っ
て
政
治
的
行
為
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
。人
事
院
規
則
で

具
体
的
な
禁
止
行
為
が
定
め

ら
れ
、政
党
や
政
治
団
体
の
機

関
紙
の
発
刊
や
編
集
、
配
布
、

政
党
へ
の
勧
誘
な
ど
で
あ
る
。 

今
回
、「
政
治
的
行
為
の
制

限
」の
罪
に
問
わ
れ
て
い
た
の

は
旧
社
会
保
険
庁
の
年
金
審

査
官
（
56
歳
）
が
、
休
日
に

政
党
機
関
紙
『
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
』の
号
外
な
ど
を
配
布
し
た

行
為
。
06
年
の
一
審
東
京
地 

裁
で
は「
政
治
的
中
立
性
を
損

な
う
恐
れ
が
あ
る
」
と
し
て
、

罰
金
10
万
円
、
執
行
猶
予
２ 

 

国
家
（
地
方
）

公
務
員
は
公

務
員
法
に
よ  

２
０
０
０
年
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
て
、
地
方
の
時
代
が
始
ま
っ
た
。
国
の
下
請
け
機

関
で
あ
っ
た
地
方
自
治
体
か
ら
、
自
主
的
・
自
律
的
に
行
政
を
行
な
う
地
方
自
治
体
へ
と
、
地
方
分

権
の
舵
が
切
ら
れ
た
。
同
時
に
、
今
、
新
し
い
時
代
の
議
会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
北
海
道

夕
張
の
財
政
破
綻
問
題
は
大
き
な
引
き
金
で
あ
っ
た
。
従
来
通
り
の
地
方
議
会
で
は
、
地
方
分
権
に

応
ず
る
意
味
で
も
、
市
民
的
受
け
止
め
か
ら
も
、
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
い
る
。 

目
的
は
国
民
の
信
頼
確
保
で
、

判
断
で
最
も
重
要
な
の
は
国

民
の
法
意
識
で
あ
り
、時
代
や

政
治
、社
会
の
変
動
に
よ
っ
て

変
容
す
る
。
」
国
際
的
に
も
冷

戦
下
に
あ
り
、国
民
も
戦
前
か

ら
の
意
識
で
「
官
」
を
「
民
」

よ
り
上
に
と
ら
え
て
い
た
猿 

   

払
事
件
当
時
と
比
べ
て
、民
主

主
義
、表
現
の
自
由
に
対
す
る

認
識
が
深
ま
っ
て
い
る
今
日

で
は
、
「
公
務
員
の
政
治
的
中

立
性
を
損
な
う
恐
れ
の
あ
る

政
治
的
行
為
を
禁
止
す
る
こ

と
は
、範
囲
や
方
法
が
合
理
的

で
必
要
や
む
を
得
な
い
程
度 

 

 

    

る
。 

 

は
、
毎
年
３
月
末
、
こ
の
学
習

会
を
12
年
近
く
開
い
て
、
例

年
、
石
渡
重
夫
さ
ん
に
講
師
を

お
願
い
し
て
き
た
。 

▼
石
渡
さ
ん
は
長
泉
町
で
昨
年

ま
で
漢
方
薬
局
を
開
か
れ
て
い

た
が
高
齢
で
閉
店
し
た
。
以
前

製
薬
会
社
に
勤
め
て
い
た
が
身

体
を
こ
わ
し
、
そ
れ
が
切
っ
掛

け
で
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
と
巡
り
あ

い
、
そ
の
薬
草
と
し
て
の
効
用

に
関
心
を
持
ち
ミ
シ
マ
サ
イ
コ

に
の
め
り
込
ん
だ
と
い
う
。 

▼
江
戸
時
代
、
三
島
周
辺
で
収
穫

さ
れ
る
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
は
薬
草

と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
た
そ
う

だ
。
亜
種
は
全
国
的
に
分
布
し

て
い
る
が
、
と
り
わ
け
三
島
周

辺
で
採
れ
る
も
の
は
薬
効
が
高

く
、
乱
獲
が
た
た
り
絶
滅
に
瀕

し
て
い
る
。
最
近
は
、
野
生
種

は
殆
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。 

▼
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
は
本
州
～
四

国
・
九
州
の
日
当
た
り
の
良
い

山
野
に
自
生
す
る
。
高
さ
30
～

50
cm
。
花
期
は
8
～
10
月

で
、
小
さ
な
黄
色
の
花
を
多
数

咲
か
せ
る
。
根
は
柴
胡
と
い
う

生
薬
で
あ
り
、
解
熱
、
鎮
痛
作

用
が
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
漢
方

処
方
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。 

▼
学
習
会
は
大
入
り
満
員
で
、

遠
く
は
山
梨
県
か
ら
の
参
加
者

も
あ
っ
た
。
何
人
か
は
自
宅
で

の
栽
培
を
始
め
た
人
も
あ
り
、

栽
培
方
法
、
土
壌
の
状
態
等
を

熱
心
に
質
問
し
て
い
た
。
わ
ず

か
だ
が
種
も
配
っ
た
。 

▼
ミ
シ
マ
の
冠
の
つ
く
動
植
物

は
こ
れ
以
外
に
、
水
草
の
ミ
シ

マ
バ
イ
カ
モ
、
海
魚
の
ミ
シ
マ

オ
コ
ゼ
が
あ
る
が
、
ミ
シ
マ
バ

イ
カ
モ
も
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
も
絶

滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
何

と
か
絶
滅
の
危
機
か
ら
救
い
、

再
び
甦
ら
せ
た
い
も
の
だ
。 

 

▼
先
日
、「
三
島
自
然
を

守
る
会
」
主
催
で
ミ
シ

マ
サ
イ
コ
の
学
習
会
を

開
い
た
。
講
師
は
中
土

狩
薬
局
店
主
だ
っ
た
石

渡
重
夫
さ
ん
。
同
会
で

に
と
ど
ま
る
限
り
、憲
法
が
許

容
す
る
」
と
し
た
。 

起
訴
さ
れ
た
配
布
行
為
に

つ
い
て
は
、
管
理
職
で
も
な

く
、公
務
員
の
身
分
を
明
か
に

せ
ず
配
布
し
て
お
り
、一
般
の

国
民
が
公
務
員
の
政
治
的
行

為
と
認
識
す
る
可
能
性
は
な 

   

く
、
配
布
自
体
に
、
集
団
的
な

政
治
行
為
で
は
な
か
っ
た
点 

も
考
慮
。
「
行
政
の
中
立
的
運

営
や
国
民
の
信
頼
と
い
う
保

護
法
益
が
損
な
わ
れ
る
抽
象

的
危
険
性
が
あ
る
と
す
る
の

は
、
常
識
的
に
見
て
困
難
」
と

し
、
法
律
の
『
適
用
違
憲
』 
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一
審
有
罪
判
決
は
、
表
現
の
自
由
に
違
反
！ 

政
党
ビ
ラ
配
布
の
元
社
保
庁
職
員
、
逆
転
無
罪
！ 
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判
断
を
下
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
判
決
に
対
し
、報
道
各

紙
の
論
調
は
お
お
む
ね
好
意

的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
（
以
下

い
ず
れ
も
３
月
３
０
日
付
） 

▽
時
代
に
沿
う
当
然
の
判
断
。 

―
朝
日
・
社
説
▽
注
目
す
べ
き

問
題
提
起
―
毎
日 

社
説
▽
時

代
を
踏
ま
え
た
判
決
。―
沖
縄

タ
イ
ム
ス 

社
説
▽
異
例
の
付

言
に
耳
を
傾
け
よ
ー
愛
媛
新

聞 

社
説
▽
「
逆
転
無
罪
」
の

判
断
は
重
い
ー
神
戸
新
聞 

社

説
▽
む
や
み
な
規
制
許
さ
れ

ぬ
ー
北
海
道
新
聞 

社
説
。 

中
で
特
異
な
の
は
産
経
新

聞
。
「
時
代
の
変
化
と
い
う
の

は
一
面
的
。
中
国
の
軍
拡
や
北

朝
鮮
の
核
開
発
な
ど
新
し
い 

 

三島市議会改革の動き！ 
～５月２７日・２８日、地域市政報告会開催～ 

部
長
で
あ
り
、現
在
は
専
修
大

学
、流
通
経
済
大
学
な
ど
で
講

師
を
務
め
て
い
る
沼
津
市
出

身
の
加
藤
幸
雄
氏
を
招
き
、 

議
員
研
修
会
が
行
な
わ
れ
た
。 

 

更
に
、
昨
年
10
月
13
日

か
ら
11
月
13
日
に
か
け
、

西
部
地
区
、
東
部
地
区
、
中
郷

地
区
、北
上
地
区
、錦
田
地
区
、 

中
部
地
区
の
６
地
区
で「
市
民

と
議
会
の
地
区
懇
談
会
」が
開

催
さ
れ
、市
議
会
や
議
員
に
対

す
る
市
民
か
ら
の
意
見
を
聞

い
た
。 

 

結
果
は
、市
民
の
議
会
に
対

す
る
意
見
や
関
心
は
ま
だ
ま

だ
低
調
で
、分
権
時
代
に
見
合

っ
た
議
会
の
活
性
化
に
は
、議

会
や
議
員
の
側
が
、市
民
の
中

に
飛
び
込
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
の
認
識
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
次
の
試
み
と
し

て
、
市
内
各
地
域
に
分
か
れ
、

〝
議
会
報
告
会
〟
を
開
催
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。 

下
の
表
の
よ
う
に
、
５
月

27
日
（
木
）
は
、
大
社
町
別

館
、
錦
田
公
民
館
、
中
郷
プ
ラ

ザ
、
５
月
28
日
（
金
）
は
西

地 

主
張 

       

の
機
能
充
実
を
は
か
る
た
め
、

全
国
的
に
議
会
基
本
条
例
制

定
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。 

財
政
破
綻
し
た
北
海
道
夕

張
市
に
お
け
る
議
会
の
あ
り

方
が
問
題
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、地
方
議
会
改
革
の
一
環

と
し
て
基
本
条
例
制
定
の
動

き
は
広
が
っ
て
い
る
。 

      

地
方
議
会
改
革
の
流
れ
の
中
で
、

三
島
市
議
会
に
も
そ
の
流
れ
が
押

し
寄
せ
、
既
に
３
年
前
に
議
会
改
革

検
討
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

そ
の
会
合
は
、
一
昨
年
５
月
ま
で
の

間
に
14
回
を
重
ね
、
議
会
改
革
に

つ
い
て
の
様
々
な
問
題
が
論
議
さ

れ
て
き
た
。 

そ
の
後
、
２
０
０
８
年
11
月
５

日
に
、「
議
会
基
本
条
例
」
に
つ
い

て
、
法
政
大
学
教
授
で
自
治
体
議
会

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
代
表
、
廣
瀬
克

哉
氏
を
講
師
に
「
議
会
基
本
条
例
」

に
つ
い
て
議
員
研
修
会
が
行
な
わ

れ
た
。
そ
の
中
で
、
全
国
の
議
会
基

本
条
例
の
制
定
状
況
や
、
北
海
道
栗

山
町
や
会
津
若
松
市
、
三
重
県
議
会

な
ど
が
制
定
し
た
議
会
基
本
条
例 

 

を
中
心
に
、条
例
制
定
の
意
義

や
特
徴
的
な
内
容
に
つ
い
て

研
修
が
行
な
わ
れ
た
。 

更
に
、
２
０
０
８
年
12
月 

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、社
会
福

祉
会
館
、
北
上
プ
ラ
ザ
、
い
ず

れ
も
午
後
７
時
か
ら
８
時
半

ま
で
。
誰
で
も
参
加
可
能
。 

議
会
基
本
条
例
と
は
？ 

今
ま
で
殆
ど
の
自
治
体
で

は
議
会
に
関
す
る
条
例
は
無

か
っ
た
。
地
方
分
権
の
中
、
議

会
の
権
限
強
化
と
共
に
、議
会 
 

動
き
も
。
北
海
道
教
職
員
組
合

の
違
法
献
金
で
、
公
務
員
の
政

治
的
行
為
に
対
す
る
国
民
の

目
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
公

務
員
は
管
理
職
・
一
般
職
と
い

っ
た
地
位
や
身
分
に
か
か
わ

ら
ず
、
政
治
活
動
を
制
限
さ
れ

る
の
が
法
の
趣
旨
。
今
判
決
が

公
務
員
全
体
の
職
場
規
律
な

ど
に
与
え
る
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。
上
告
審
で
の
適
正
な
判

断
を
待
ち
た
い
。
」 

法
律
が
違
憲
な
の
で
は
な

く
、
問
わ
れ
て
い
る
の
は
そ
の

過
剰
適
用
な
の
で
あ
る
。
産
経

新
聞
な
ら
ず
と
も
上
告
審
を

見
守
り
た
い
も
の
だ
。 

（
普
） 

  

       

り
本
格
的
に
稼
動
し
始
め
た
。 

同
年
４
月
13
日
、
三
島
本

町
タ
ワ
ー
ビ
ル
、
三
島
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
「
議
会

と
市
民
の
何
で
も
ト
ー
ク
！
」

が
開
催
さ
れ
た
。 

そ
の
目
的
は
、
議
会
が
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
地
方
分
権

時
代
に
求
め
ら
れ
る
議
会
の

役
割
や
責
務
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
問
題
で
、
議
会
や
議

員
に
対
す
る
市
民
の
意
見
を

求
め
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的

に
は
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の

登
録
団
体
の
中
か
ら
無
作
為

に
抽
出
し
た
１
０
団
体
に
こ

の
会
議
へ
の
参
加
を
要
請
し

た
。 ま

た
、７
月
29
日
に
は「
分

権
時
代
に
求
め
ら
れ
る
議
会

改
革
と
議
会
基
本
条
例
」と
い

う
テ
ー
マ
で
、
講
師
に
、
元
全

国
市
議
会
議
長
会
調
査
広
報 

 

か
ら
議
会
基
本
条
例
等
検
討

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、三

島
市
議
会
の
改
革
に
向
け
た

流
れ
は
、２
０
０
９
年
１
月
よ 
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鑑定者 三月 麻琴 
ご予約は 055-971-1124 杉山 又は 090-1782-8880 
Mail:mizuki-makoto@softbank.ne.jp 

沖
縄
か
ら
広
島
・
大
阪
・
東
京
ま
で
平
和
行
進
！ 

ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ

 

沖
縄
！ 

 
昨年４月１３日、タワービル４階会議室で 

 

一
昨
年
、世
界
平
和
会
議
に

向
け
た
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
の

盛
り
上
が
り
は
大
き
な
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昨

年
、政
権
交
代
が
実
現
し
た
も

の
の
、沖
縄
米
軍
基
地
移
転
問

題
で
は
大
き
く
揺
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
基
地
の
な
い

平
和
な
沖
縄
と
日
本
の
実
現

を
目
指
し
て
、
日
本
山
妙
法

寺
、
石
橋
上
人
等
が
呼
び
か

け
、ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
ｆ
ｒ
ｏ

ｍ
沖
縄
の
へ
の
流
れ
が
作
り

出
さ
れ
ま
し
た
。 

１
月
１
日
、沖
縄
を
出
発
し

た
一
行
は
、九
州
↓
広
島
↓
大

阪
↓
愛
知
↓
静
岡
↓
東
京
へ

と
行
進
し
て
い
ま
す
。 

 

４
月
21
日
に
は
沼
津
か
ら

三
島
に
到
着
し
ま
す
。
当
日
、

夕
方
、６
時
か
ら
本
町
タ
ワ
ー

ビ
ル
４
階
、市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
会
議
室
に
て
、一
行
を
迎
え 

て
の
歓
迎
集
会
を
行
な
う
予

定
で
す
。集
会
で
は
石
橋
上
人

の
平
和
に
向
け
た
お
話
と
、ビ

デ
オ
上
映
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
是
非
、
多
く
の
方
々
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

そ
の
日
は
成
真
寺
に
宿
泊

し
、
翌
、
22
日
は
御
殿
場
に

向
け
行
進
し
ま
す
。参
加
で
き

る
人
は
是
非
ご
同
伴
下
さ
い
。

22
日
の
宿
泊
は
御
殿
場
、
国

立
駿
河
療
養
所
に
泊
ま
る
予

定
で
す
。 

 

連
絡
先090-5009-3640

（
堀
）
ま
で
。 

ピースウォーク一行 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 


